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大
嵐
の
中
の
船
出

　

高
市
総
裁
が
10
月
21
日
に
首
班
指
名
さ

れ
組
閣
し
た
。
日
本
初
の
女
性
首
相
で
あ

る
。
自
民
党
と
維
新
の
会
に
よ
る
連
立
政

権
（
閣
外
協
力
）
で
あ
る
。
政
策
面
で
は

自
民
党
が
維
新
に
大
幅
譲
歩
し
た
。　

　

日
本
初
の
女
性
首
相
で
あ
り
、
支
持
率

は
極
め
て
高
い
。

　

し
か
し
、
自
・
維
の
両
党
だ
け
で
は
両

院
で
過
半
数
を
確
保
で
き
ず
少
数
与
党
で

あ
る
。

　

大
嵐
の
中
の
船
出
で
、
積
み
荷
（
議
員

定
数
削
減
等
）
は
重
い
。
幕
末
に
維
新
回

天
を
成
し
遂
げ
た
長
州
の
吉
田
松
陰
一
門

の
『
狂
』
の
精
神
が
求
め
ら
れ
る
。

　

な
お
、
国
民
民
主
党
の
玉
木
代
表
は
あ

わ
よ
く
ば
首
相
の
座
を
と
踊
っ
て
み
た

が
、
取
ら
ぬ
狸
の
皮
算
用
に
終
わ
っ
た
。

　

日
本
を
再
起
さ
せ
た
い

　

維
新
の
会
は
閣
外
協
力
で
あ
り
、
内
閣

の
顔
ぶ
れ
は
、
茂
木
敏
充
外
務
相
、
片
山

さ
つ
き
財
務
相
、
赤
沢
亮
正
経
産
相
、
林

芳
正
総
務
相
、
小
泉
進
次
郎
防
衛
相
、
小

野
田
紀
美
経
済
安
保
相
、
木
原
稔
官
房
長

官
等
で
あ
る
。

　

高
市
首
相
は
「
こ
の
内
閣
は
決
断
と
前

進
の
内
閣
だ
」「
日
本
を
再
起
さ
せ
た
い
」

と
言
う
。

　

多
難
な
船
出
だ
が
、
高
市
首
相
の
心
は

「
今
や
ら
ね
ば
い
つ
で
き
る
。
わ
し
が
や

ら
ね
ば
た
れ
が
や
る
」（
平
櫛
田
中
）
だ

ろ
う
。

　

そ
し
て
、
新
首
相
の
任
務
は
重
い
。

①
連
立
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
維
新
に
約
束
し

た
政
策
を
実
現
す
る
。

②
自
民
党
内
の
融
和
を
は
か
り
、
全
員
野

球
を
目
指
す
。
総
裁
選
の
ラ
イ
バ
ル
も
閣

内
に
取
り
込
み
形
は
で
き
た
。

③
次
期
総
選
挙
で
衆
院
の
過
半
数
を
取
り

戻
す
。

　

狂
っ
て
く
だ
さ
い

　

参
院
選
後
の
政
治
空
白
を
埋
め
る
早
急

な
政
策
の
推
進
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
ず
物

価
高
対
策
だ
。

　

新
政
権
は
臨
時
国
会
を
ど
う
乗
り
切
る

か
。
少
数
与
党
で
あ
り
、
野
党
の
求
め
る

ガ
ソ
リ
ン
暫
定
税
率
の
廃
止
、
消
費
税
減

税
、
所
得
税
の
減
税
、
給
付
付
き
税
額
控

除
、
社
会
保
険
料
の
引
き
下
げ
、
手
取
り

を
増
や
す
な
ど
様
々
な
要
求
に
対
応
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

連
立
政
権
を
維
持
す
る
た
め
に
は
ま
ず

維
新
の
会
が
絶
対
条
件
と
す
る
『
議
員
定

高
市
氏
、日
本
初
の
女
性
首
相
　

　
～
自
民
党
と
維
新
の
連
立
政
権
～

Ⅲ

政
治
ア
ナ
リ
ス
ト

　
元
杏
林
大
学
教
授

豊
島
典
雄

数
の
１
割
削
減
』
を
処
理
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
比
例
区
の
削
減
だ
か
ら
小
党
の

猛
烈
な
抵
抗
は
必
至
で
あ
る
。

　

維
新
の
会
の
求
め
る
「
企
業
・
団
体
献

金
の
禁
止
」
も
、
実
施
し
た
ら
自
民
党
の

基
盤
を
揺
る
が
す
。

　

維
新
の
会
の
求
め
る
食
料
品
の
消
費
税

率
２
年
間
ゼ
ロ
も
、
年
５
兆
円
の
税
収
減

で
あ
り
、
財
務
省
が
猛
反
発
し
先
送
り
の

よ
う
だ
。

　

最
も
大
事
な
の
は
少
子
化
対
策
と
『
サ

ナ
エ
ノ
ミ
ク
ス
』
に
よ
る
日
本
経
済
の
活

性
化
だ
。〝
サ
ナ
エ
あ
れ
ば
憂
い
無
し
〟

に
な
る
か
だ
。

　

サ
ッ
チ
ャ
ー
元
首
相
は
落
日
の
英
国
経

済
を
立
て
直
し
〝
鉄
の
女
〟
と
言
わ
れ
た
。

高
市
さ
ん
は
『
責
任
あ
る
積
極
財
政
』
で

日
本
の
鉄
の
女
に
な
れ
る
か
。

　
「
高
市
さ
ん
狂
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
れ

か
ら
あ
ら
ゆ
る
抵
抗
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

を
押
し
切
っ
て
日
本
の
大
改
革
の
た
め
に

は
あ
る
種
の
狂
気
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

狂ってください
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「
お
金
持
ち
を
貧
乏
に
し
て
も
、
貧
乏

な
人
は
お
金
持
ち
に
な
り
ま
せ
ん
」

　
「
お
金
は
天
か
ら
降
っ
て
こ
な
い
。
地

上
で
稼
ぎ
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い 

」

　
「
女
性
運
動
を
声
高
に
や
る
人
は
嫌
い

で
す
。
男
女
の
別
に
関
係
な
く
、
人
間
は

実
力
で
決
ま
る
」。

　

今
の
日
本
に
は
こ
ん
な
胆
識
の
あ
る
首

相
が
必
要
で
あ
る
。『
女
は
度
胸
』
の
高

市
首
相
は
日
本
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
な
り
日

本
を
元
気
に
で
き
る
か
。

　

保
保
対
決

　

次
期
衆
院
選
は
自
民
党
と
参
政
党
で
保

守
票
の
奪
い
合
い
に
な
る
。
世
論
調
査
で

も
内
閣
支
持
率
や
自
民
党
支
持
率
が
上
が

る
と
参
政
党
や
国
民
民
主
党
の
支
持
率
が

下
が
っ
て
い
る
。

　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
外
国
人
政
策
の
厳
格

化
を
唱
え
る
政
党
が
躍
進
し
て
い
る

　

英
国
で
は
支
持
率
第
１
位
は
反
移
民
の

リ
フ
ォ
ー
ム
Ｕ
Ｋ
27
％
、
労
働
党
20
％
、

保
守
党
17
％
と
い
う
世
論
調
査
も
あ
る
。

落
ち
目
の
保
守
党
か
ら
国
会
議
員
が
リ

フ
ォ
ー
ム
Ｕ
Ｋ
に
移
籍
し
て
い
る
。

　

反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
潮
流
に
乗
り
外

国
人
政
策
の
厳
格
化
を
唱
え
る
参
政
党
の

躍
進
の
可
能
性
は
あ
る
。
リ
ベ
ラ
ル
な
石

破
総
裁
か
ら
保
守
派
の
高
市
総
裁
に
転
換

し
た
自
民
党
と
参
政
党
は
保
守
票
の
奪
い

合
い
に
な
る
。

　

若
者
の
内
閣
支
持
率
が
８
割

　

世
論
調
査
は
ど
う
か
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
（
10
月
14
日
発
表
）
で
は
、
高

市
早
苗
氏
に
期
待
す
る
52
％
、
期
待
し
な

い
44
％
。
40
代
以
下
で
期
待
す
る
は
70
％

台
。

　

政
党
支
持
率
は
自
民
党
27
・
４
％
（
０
・

５
ポ
イ
ン
ト
減
）、
立
民
５
・
６
％
（
０
・

６
ポ
イ
ン
ト
増)

、
国
民
民
主
４
・
８
％

（
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
減
）、
参
政
党
４
・
５
％

（
１
・
８
ポ
イ
ン
ト
減
）。
自
民
党
の
支
持

率
は
80
歳
以
上
で
は
40
・
３
％
。

　

時
事
通
信
（
10
月
16
日
発
表
）
で
は
、

高
市
総
裁
が
首
相
に
選
出
さ
れ
た
場
合
、

高
市
内
閣
を
支
持
す
る
43
・
８
％
、
支
持

し
な
い
23
％
。
18
歳
～
29
歳
の
若
者
の
支

持
率
は
58
％
。

　

政
党
支
持
率
は
自
民
党
19
・
７
％
（
２
・

６
ポ
イ
ン
ト
増
）、参
政
党
４
・
８
％
（
１
・

１
ポ
イ
ン
ト
減
）、
３
ヵ
月
連
続
で
野
党

首
位
。

　

共
同
通
信
（
10
月
22
日
発
表
）
で
は
、

高
市
内
閣
支
持
率
64
％
、
不
支
持
率
23
・

２
％
。

　

読
売
新
聞
（
10
月
22
日
発
表
）
で
は
、

内
閣
支
持
率
71
％
、
歴
代
５
位
。
不
支
持

率
18
％
。
若
年
層
の
高
市
内
閣
支
持
率
は

実
に
80
％
。石
破
内
閣
で
は
15
％
だ
っ
た
。

　

政
党
支
持
率
は
自
民
党
32
％
（
９
月
は

27
％
）、
立
憲
民
主
党
６
％
（
５
％
）、
日

本
維
新
の
会
５
％
（
２
％
）、
国
民
民
主

党
５
％
（
９
％
）、参
政
党
７
％
（
８
％
）。

　

毎
日
新
聞
（
10
月
26
日
）
で
は
、
内
閣

支
持
率
は
65
％
、
不
支
持
率
は
22
％
。

　

日
本
経
済
新
聞
（
10
月
26
日
）
で
は
、

内
閣
支
持
率
74
％
。
歴
代
２
位
。
石
破
内

閣
最
後
の
９
月
調
査
か
ら
37
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
た
。
若
者
の
支
持
率
は
８
割
。

　

テ
レ
ビ
朝
日
（
10
月
27
日
）
で
は
内
閣

支
持
率
は
58
・
７
％
（
24
・
４
ポ
イ
ン
ト

増
）、
不
支
持
率
21
・
８
％
（
25
・
３
％

ポ
イ
ン
ト
減
）。
自
民
党
支
持
率
は
37
・

４
％
（
４
・
２
ポ
イ
ン
ト
増
）。

　

―
高
市
丸
の
出
だ
し
は
良
い
。
ロ
ケ
ッ

ト
ス
タ
ー
ト
だ
。
し
か
し
、
維
新
の
会
と

の
二
人
三
脚
が
上
手
く
い
く
か
。
永
田
町

で
は
「
解
散
と
公
定
歩
合
に
つ
い
て
は
嘘

を
言
っ
て
も
良
い
」
と
言
わ
れ
る
。
歓
宴

長
く
止
ま
る
べ
か
ら
ず
。
良
い
こ
と
は
長

く
続
か
な
い
。
早
期
の
衆
院
解
散
で
衆
議

院
の
過
半
数
を
確
保
し
政
権
基
盤
を
固
め

る
べ
き
だ
ろ
う
。　

め
に
は
私
た
ち
は
国
民
に
覚
悟
を
示
す
ん

で
す
」（
維
新
の
会
・
藤
田
文
武
共
同
代

表
）。

　

女
は
度
胸

　

サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
発
足
時
は
、
慢
性
的

な
イ
ン
フ
レ
と
経
済
低
迷
に
加
え
、
労
働

ス
ト
が
頻
発
し
、
国
民
生
活
が
混
乱
し
、

国
政
が
衰
え
る
「
英
国
病
」
に
か
か
っ
て

い
た
。
我
が
国
も
最
近
ま
で
〝
失
わ
れ
た

30
年
〟
と
言
わ
れ
、〝
日
本
病
〟
に
苦
し

ん
で
い
た
。

　

サ
ッ
チ
ャ
ー
は
家
訓
の
質
素
倹
約
、
自

己
責
任
・
自
助
努
力
を
父
親
か
ら
引
き
継

い
で
国
の
再
生
に
邁
進
し
た
。

　

サ
ッ
チ
ャ
ー
語
録
に
は

　
「
強
者
を
弱
く
す
る
こ
と
よ
っ
て
弱
者

を
強
く
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」

　
「
政
治
に
お
い
て
言
っ
て
ほ
し
い
こ
と

が
あ
れ
ば
、
男
に
頼
み
な
さ
い
。
や
っ
て

ほ
し
い
こ
と
が
あ
れ
ば
女
に
頼
み
な
さ

い
」

　
「
大
英
帝
国
の
旗
の
下
、
祖
国
に
救
援

を
求
め
る
国
民
が
１
人
で
も
い
る
限
り
、

我
が
国
政
府
が
見
捨
て
る
こ
と
は
絶
対
に

な
い
」

　
「
敗
北
？
私
は
そ
の
言
葉
を
存
じ
上
げ

ま
せ
ん
」


